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汚染廃棄物保管用のコンクリート容器の耐久性実証試験

コンクリート容器耐久性研究会 森 寛晃（太平洋セメント株式会社）

橘 修（昭和コンクリート工業株式会社) 

１．はじめに 原発事故で発生した放射性廃棄物を安全に保管することを目的に，コンクリート容器の開発が

行われている。これらの容器には高い物質漏洩防止性が要求され，特に，焼却飛灰を保管する場合には，多重

防護の観点から，コンクリート自体も十分耐久的でなければならない。当研究会では，コンクリート容器が遭

遇する最も過酷な条件を想定し，実物大容器の中に加水した焼却飛灰を投入して，約 1 年間屋外への暴露を行

い，各種計測，容器内壁の観察，劣化分析を行った。

２．実験概要 コンクリート容器は，1m3のフレコン袋を収納可能な内寸(1.3×1.3×1.0m)，壁厚 100mm の鉄筋

コンクリート製箱型容器である。コンクリート種類は普通コンクリート(OPC コン)と対策コンクリート(FA コ

ン)，設計基準強度は 40N/mm2(蒸気養生，材齢 14 日管理)とした。フライアッシュは能代産の JISⅡ種相当品，

膨張材は石灰系早強性膨張材を用いた。焼却飛灰中の CaCl2含有量 20mass%，水/飛灰=0.5 に調整し，容器に

直接投入して、約 1 年間屋外に暴露した。暴露 4 ヶ月と 1 年で蓋を開け，内壁の変状を観察し，暴露 1 年には

北面の壁 2 箇所(飛灰接触部と非接触部)からφ10cm のコンクリートコア(飛灰接触部コアをコア A，非接触部

コアをコア B)を採取し，塩化物イオン浸透深さと劣化深さの測定，および劣化原因物質の同定を行った。

３．実験結果

3.1 飛灰接触部のコンクリート変状 OPC 容器内壁

の飛灰接触部には，暴露 4 ヶ月で浮きや剥離が生じ，暴

露 1 年でこれらが広範囲に広がった。一方，FA コンで

は，劣化の兆候は見られなかった。OPC コンの飛灰接触

部から採取した試料の XRD 分析結果を図 1 に示す。コ

ア A では Ca(OH)2が消失し，フリーデル氏塩および劣化

原因物質と思われる複塩(3CaO･CaCl2･15H2O，以下，

3-1-15)が検出された。焼却飛灰中の CaCl2とセメント硬

化体中の Ca(OH)2の反応によって 3-1-15 が生成し，膨張

劣化を引き起こしたと考えられる。

3.2 コンクリートコアの分析 コア A の塩化物イオン

浸透深さと劣化により変色した箇所の深さを図 2に示す。

FA コンは塩化物イオン浸透深さ，劣化深さともに OPC

コンよりも小さい。FA 反応による硬化体の緻密化で塩

化物イオンの浸透が抑制され，さらに Ca(OH)2の消費で

3-1-15 の生成が抑制されたためと考えられる。

４．まとめ 得られた結果を以下に示す。

1) OPC コンでは，焼却飛灰との接触により膨張性複塩が

生成し，比較的早期にモルタル浮きや剥離が生じた。 

2) 塩化物イオン浸透性および複塩生成に関して，FA コンの優位性が示された。
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図 1 コアから採取した粉末試料の XRD 

図 2 Cl浸透深さおよび劣化深さ(コア A) 
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